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昭和57年11月1日

み
ん
慧

十
八
磯
　

　昭和56年度決算がまとまり、第3回村議

会定例会に提出され慎重審議のうえ認定さ

れました。

　一般会計歳入決算額は19億6，706万5，690

円、歳出決算額は18億7，886万3，634円とな

り、差引8，820万2，056円の黒字決算となり

ました。

灘
譲髪

朧
窮
金

　
　
　
　
灘

　
　
　
　
繊

　
　
　
　
π
万
円

決
算
概
要

田畑輪換方式による大豆栽培（板井）

國
　
圏

　
歳
入
の
う
ち
、
最
も
大
き
な
財
源
は
、

村
税
で
、
七
億
二
千
九
百
四
十
七
万
四

千
二
百
七
十
二
円
、
昨
年
度
に
比
べ
、

約
七
・
七
％
の
増
で
し
た
。

　
村
税
の
中
で
は
、
村
民
税
が
最
も
大

き
な
割
合
を
占
め
、
三
億
三
千
九
百
四

十
七
万
四
千
二
百
七
十
二
円
、
つ
い
で

．
固
定
資
産
税
の
三
億
百
七
十
万
九
千
八

百
四
十
円
、
特
別
土
地
保
有
税
九
千
二

万
七
千
九
百
三
十
八
円
、
電
気
税
四
千

二
百
六
十
三
万
七
千
二
百
七
十
三
円
、

そ
の
ほ
か
村
た
ば
こ
消
費
税
、
軽
自
動

車
税
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
村
税
の
次
は
、
地
方
交
付
税
が
四
億

九
千
七
百
十
三
万
五
千
円
、
国
・
県
支

出
金
が
四
億
一
千
二
百
九
十
九
万
四
千

七
百
二
十
八
円
、
村
債
一
億
六
十
七
万

円
な
ど
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
）

國
　
圏

　
歳
出
の
ト
ッ
プ
は
教
育
費
で
、
三
億

九
千
五
百
七
十
一
万
八
千
八
百
五
十
七

円
。
こ
れ
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
新

築
に
よ
る
費
用
が
約
二
億
六
千
万
円
と

大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
次
い
で
大
き
い
の
が
農
林
水
産
業
費

で
三
億
七
千
百
五
十
万
一
千
五
百
二

十
一
円
。
主
な
事
業
と
し
て
、
産
業
関

係
で
は
農
業
振
興
事
業
、
蚕
業
振
興
事

業
、
集
落
農
業
推
進
事
業
な
ど
、
土
地

改
良
関
係
で
は
、
新
農
業
構
造
改
善
事

業
、
県
費
単
独
土
地
改
良
事
業
や
各
土

地
改
良
区
の
登
記
事
務
な
ど
で
す
。

　
三
番
目
は
総
務
費
で
二
億
七
千
四
百

六
十
四
万
四
千
七
百
十
六
円
、
集
会
所

建
設
や
個
別
受
信
機
設
置
補
助
な
ど
地

域
振
興
の
面
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
土
木
費
は
二
億
七
千
百
三
万
三
千
八

百
九
十
四
円
。
道
路
舗
装
工
事
や
道
路

改
良
工
事
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
衛
生
費
は
一
億
六
千
七
百
三
十
一
万

七
千
九
百
九
十
一
円
。
住
民
検
診
ほ
か

各
種
検
診
、
予
防
接
種
、
不
燃
物
収
集
、

処
理
事
業
な
ど
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
民
生
費
は
一
億
三
千
七
百
六
十
五
万

五
十
三
円
。
各
種
福
祉
団
体
育
成
事
業

や
国
民
年
金
事
務
、
乳
児
医
療
費
な
ど

その他
　商工費
　諸支出金

辮＼
　　　、一P．一一『

農林水産業費

31蝦ノ

分担金及び負担金

使用料及び手数料

財産収入　97，253
寄付金　　　4．g％

諸収入8

　　議会費
　　52，558
　　　2。8％
　　消防費
　　84，816一

，
　
●

覧
。

歳出
878，863

千円

　公債
　114，8
　　6．1
民生費一
137，650

　7．3％

衛生費一
167，317
8．9％

総務費
274，644

14．6％

土木費
271，033

14．4％

，，轟

729，474財
37．1％

＼汐

他
饗

歳　入
，967，065

千円。

　
　
　
金
4
吻

　
県
出
9
9
L

　
　
・
支
2
，
2

　
国
　
　
4
ー

盛
存
財
幕

繰越金
46，255

2．4％

村債
106，700

　5．4％

、
）

．
奪
　
○

．
・
。

　　　　　　　　　　　地方交付税＼

　　　　　　　　　　　　497，135

　　　　　　　　　　　　25．3％

地方譲与税　●著猷：、ニヤ…彫
自動車取得税交付金

交通安全対策特別交付金

　　77，252
　　　3．9％
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特
別
会
計

’
歳
入
総
額
は
、
二
億
六
千
五
百
三
十

二
万
一
千
百
四
十
四
円
で
し
た
。
こ
の
う

ち
歳
入
の
ト
ッ
プ
は
国
庫
支
出
金
、
次

い
で
国
民
健
康
保
険
税
、
繰
越
金
、
繰

入
金
と
い
う
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
歳
出
総
額
は
二
億
二

千
六
百
四
十
万
八
千
八
百
七
十
六
円
で

こ
の
う
ち
医
療
費
が
八
十
七
・
一
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
歳
入
歳
出
差
引
三
千

八
百
九
十
一
万
二
千
二
百
六
十
八
円
の

剰
余
金
を
残
し
決
算
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
内
容
に
つ
い
て
み
る
と
、
保
険

税
は
一
世
帯
当
り
八
万
三
千
百
七
十
四

円
、
一
人
当
り
二
万
八
千
百
二
十
一
円

納
め
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
つ

　
　
　
　
　
　
　
エ
ァ
コ
　
　
　
　
　
ヘ

ぽ
う
被
保
険
者
の
受
け
る
診
療
費
に
つ

い
て
淋
L
毯
灘
鯉

宍
摂

気
に
か
か
り
、
五
万
四
千
瞳
百
四
十
四

円
支
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
会
計
の
収
入
は
水
道
料
金

が
大
部
分
で
す
。
本
年
度
の
経
理
状
況

は
、
給
水
収
益
は
昨
年
よ
り
○
・
二
％

減
の
一
億
三
百
二
十
二
万
五
千
六
百
五

十
円
と
な
り
、
受
託
工
事
収
益
は
三
十

一
．
四
％
増
の
二
千
二
百
二
十
一
万
二

千
七
百
七
十
円
で
し
た
。
加
入
金
は
給

　
　
　
（

食
セ
ン
タ
i
卜
立
北
薯
護
学

院
等
の
大
口
使
用
者
の
申
し
込
み
が
あ

り
、
大
巾
な
増
加
と
な
り
一
千
六
百
万

五
千
円
で
、
そ
の
他
営
業
収
益
と
あ
わ

せ
て
、
営
業
収
益
は
十
・
二
％
増
の
一

億
四
千
二
百
六
十
八
万
五
千
十
円
で
し

た
。
さ
ら
に
営
業
外
収
益
を
加
え
た
収

益
総
額
は
六
・
三
％
増
の
一
億
五
千
八

十
七
万
二
千
九
十
七
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
支
出
の
面
で
は
営
業
費
用
が
九
・
○

％
増
の
一
億
一
千
七
百
二
十
三
万
六
千

九
百
四
十
四
円
、
営
業
外
費
用
が
四
・

二
％
増
の
四
千
七
百
四
十
四
万
三
千
七

百
六
十
一
円
、
総
額
で
は
七
・
六
％
増

の
一
億
六
千
四
百
六
十
八
万
七
百
五
円
。

収
支
差
引
当
年
度
純
損
失
一
千
三
百
八

十
万
八
千
六
百
八
円
の
赤
字
経
営
と
な

り
ま
し
た
。

、
昭
和
五
十
六
年
度
の
決
算
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
ド
　

．
給
水
戸
数
　
　
　
　
二
、
二
三
九
戸

　
給
水
人
口

　
普
及
率

　
一
日
当
り
配
水
量

　
一
日
当
り
収
水
量

収
益
的
収
入
及
び
支
出

　
収
　
入

　
支
　
出

　
差
引
不
足
額

資
本
的
収
入
及
び
支
出

　
収
　
入

　
支
　
出

　
差
引
不
足
額

九
、
四
六
五
人

九
八
・
八
％

三
、
四
八
三
㎡

二
、
八
五
二
㎡

一
五
〇
、
八
七
二
千
円

一
六
四
、
六
八
○
千
円

　
二
二
、
八
○
八
千
円

　
三
、
五
七
〇
千
円

三
〇
、
四
七
六
千
円

二
六
、
九
〇
六
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

村
議
会
第
三
回
定
例
会

　
昭
和
五
十
七
年
度
議
会
第
三
回
定
例

会
が
、
九
月
二
十
四
日
か
ら
十
月
二
日

ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
五
十
六
年
度
一
般
会
計
決
算

は
じ
め
、
次
の
と
お
り
の
各
議
案
が
慎

重
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
、
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

○
議
案
第
三
十
三
号

　
　
　
専
決
処
努
の
承
認
を
求
め
る
こ

　
　
と
に
つ
い
て

○
議
案
第
三
十
四
号

　
　
　
江
南
村
同
和
対
策
審
議
会
条
例

　
　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
議
案
第
三
十
五
号

　
　
　
埼
玉
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

　
　
組
合
規
約
σ
一
部
を
変
更
す
る
規

　
　
約

○
議
案
箒
三
十
六
号

　
　
．
、
昭
和
五
十
六
年
度
江
南
村
一
般

　
　
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
三
十
七
号

　
　
　
昭
和
五
十
六
年
度
江
南
村
国
民

　
　
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に

　
　
つ
い
て

○
議
案
第
三
十
八
号

　
　
　
昭
和
五
十
六
年
度
江
南
村
住
宅

　
　
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
決
算
認

　
　
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
三
十
九
号

　
　
　
昭
和
五
十
六
年
度
江
南
村
水
道

　
　
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
四
十
号

　
　
　
昭
和
五
十
七
年
度
江
南
村
一
般

　
　
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
議
定

　
　
に
つ
い
て

O
議
案
第
四
十
一
号

　
　
　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

　
　
い
て

　
江
南
村
大
字
野
原
七
四
　
笠
原
　
満

○
議
案
第
四
十
二
号

　
　
　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

　
　
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
江
南
村
大
字
野
原
七
二
六
杉
田
清
喜

税
を
知
る
旧
凋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
ヌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

週
　
間
朋
朋

　
十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
は

「
税
を
知
る
週
間
」
で
す
。
熊
谷
税
務

署
で
は
、
八
木
橋
デ
パ
ー
ト
六
階
と
七

階
で
、
十
一
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
ま

で
の
間
、
無
料
税
務
相
談
所
の
開
設
、

中
学
生
の
税
の
標
語
の
書
道
展
な
ど
の

催
し
の
ほ
か
、
税
金
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
各
種
の
行
事
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
が
国
の
財
政
や

税
の
使
い
み
ち
な
ど
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
を
さ
れ
ま
す
よ
う
希
望
し
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
の
異
動

　
選
挙
管
理
委
員
長
、
高
橋
義
四
郎

氏
の
死
去
に
よ
り
、
九
月
二
日
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
新
委
員
長
に
小
久

保
忠
良
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
ま
で
小
久
保
氏
が
や
っ

て
い
た
委
員
長
職
務
代
理
に
は
飯
島

虎
芳
氏
が
、
新
委
員
に
は
九
月
二
日

付
で
、
補
充
員
の
中
か
ら
駒
井
利
次

氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
江
南
村
大
字
小
江
川
一
五
六
九

　
　
　
駒
井
　
利
次

名
薄
登
録
者
数
は
六
、
六
三
八
人

　
九
月
二
日
現
在
の
永
久
選
挙
人
名

薄
の
登
録
者
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

投票区名 男 女 計

第1投票区 590 609 1199，

第2投票区 712 724 1436，

第3投票区 589 600 1189，

第4投票区 724 747 1471，

第5投票区 675 668 1343，

合　計 3290， 3348， 6638，
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轟
悼

昨年の死者数20名を超える
死・・
亡　　ヨ

事
故　ミ
　　　は　　…

を・

　みんなのひろばは、みなさんの嚢

声や意見でつくるページです。

身近な話題、行政に対する意見、

詩、短歌など投稿をお待ちしてい難

　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
す
紙
が

声
身
詩
ま

　
熊
谷
警
察
署
管
内
で
は
、
死

亡
事
故
が
連
続
発
生
し
、
十
月

十
七
日
現
在
二
十
件
二
十
一
名

で
県
内
ワ
ー
ス
ド
一
位
で
す
。

　
死
亡
事
故
は
今
後
も
さ
ら
に

増
加
が
予
想
さ
れ
、
市
町
村
、

関
係
機
関
、
団
体
等
の
協
ガ
を

得
で
、
死
亡
事
故
抑
止
の
た
め

に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
は
二

十
件
二
十
名
で
し
た
が
、
本
年

は
十
月
中
だ
け
で
も
四
件
四
名

と
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
江
南
村
で
は
五
十
四
年
七
月

三
日
に
“
非
常
事
態
宣
言
”
を

発
動
し
て
以
来
、
三
年
を
経
過

し
ま
し
た
が
、
村
内
で
の
交
通

事
故
死
亡
者
は
、
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　
村
内
で
の
総
体
的
な
事
故
の

　紙上匿名はさしっかえありませ

んが、原稿には住所、氏名、年齢

を書いてください。

レ送り先　江南村大字柴9－1

　　　　江南村役場／総務課
〉しめきり毎月10日とします・

〉問い合わせは　総務課広報係

　　　　電話　　　（36）1521
醸
、
削
、

　
馨
鞭

原
因
を
み
ま
す
と
、
　
『
ス
ピ
ー
ド
の
出

し
過
ぎ
』
、
　
『
酒
気
帯
び
』
、
．
『
一
時

不
停
止
』
等
が
最
も
多
い
状
況
で
す
。

　
次
に
熊
谷
警
察
署
管
内
で
の
死
亡
事

故
の
特
徴
を
み
ま
す
と
、
一
件
発
生
す

）

、）’

聾簿韓灘蕪覇灘

る
と
連
続
的
に
発
生
し
、
土
曜
日
、
日

曜
日
に
集
中
し
て
お
り
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
補
償
、
そ
の
他
の
面
で

の
被
害
者
側
は
も
ち
ろ
ん
、
加
害
者
側

に
お
．
い
て
も
家
族
を
不
幸
に
し
、
破
滅

へ
と
つ
な
が
る
の
で
す
。

　
あ
な
た
の
『
命
』
と
『
幸
福
』
は
自
，

分
自
身
の
手
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

共募
　
共
同
募
金
運
動
が
行
わ
れ
、
村
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
目
標
額
を

上
ま
わ
る
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
礼
を
申
し
上
げ
、
ご
報
告
し
ま
す
。

同
　
　
　
§
　
　
　
・
、

金
あ
り
カ
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た

成
　
沢

三
　
本

上
新
田

上
押
切

下
押
切

樋
春
北

樋
春
南

一
三
七
、
二
〇
〇
円

五
二
、
一
五
〇
円

二
二
、
〇
五
〇
円

三
三
、
六
〇
〇
円

二
三
、
八
○
○
円

三
一
、
五
〇
〇
円

二
〇
、
六
五
〇
円

御
正
新
田

須
賀
広

野
　
原

小
江
川

　
塩板

井

　
柴

千
　
代

試
験
場

療
養
所

合
　
計

　
九
九
、
四
〇
〇
円

　
二
七
、
七
〇
〇
円

　
三
七
、
八
○
○
円

　
八
八
、
二
〇
〇
円

　
一
七
、
五
〇
〇
円

　
五
一
、
一
〇
〇
円

　
一
七
、
一
五
〇
円

　
三
四
、
六
五
〇
円

　
　
一
、
〇
五
〇
円

　
　
＝
．
一
、
五
〇
〇
円

六
九
九
、
○
○
○
円

簿し各各にの　2　ト政　　用含年
髭　て政政達商　’式党当　さ比）次
　選党党すの　3＿ご選れ例かの
つ挙等等る大　i各と人る代ら参
て長がにま　きの政のの新表従議　　　　’
’にあ議でい整党得決し」　来院
上届ら席配も数等票定い選の通
かけかを分のでの数等選挙　　常
，雛勝麓糠欝融離厩言
に候順し方順割数じま度称区＿歴葉
鞭駆聾特菖Q碓辛書の1’
て名付礁で数そ　’ン各　　適挙八
　　　　、

シ式比　　　り
でが選投な　　が立常以院行員党　　当配
ど変挙票く有必て選上通わを等候選分
おわはし　’権要る挙の常れ有は補人議

縫選護灘1糠麟謹重羅
補け挙　。等候りの人をで議②人簿る達
者で区従の補まい以得有院最以を方す
名　’L　来名者すず上た効総も上届法る
で投選の称の　。れの③投選近の出でま
行票挙　rを個　　か候参票挙い衆で行で

鐵鐸纂舞蕪賑羅
　　　L

ト
、

　　’）一

）
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灘



いち　ぱ

・
㈹

欝
簸
罐
・
霧
鞭

醗羅

縫
懸
繋

難繍

叢

　
羅
馨

　
　
鞭

　
　
灘

　
　
雛

　
　
撚

細
紐
勲
巌
嚢
鐘
触
謝
欝
“
灘
　
　
．
徴
建

　嚢　再

馨

　
　
　
　
　
今
年
も
十
一
月
二
十
一
日
に
、
第
四

　
　
　
憾
回
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は
作

　
　
　
憾
品
展
示
、
農
産
物
即
売
の
他
に
、
ご
家

　
　
　
鴨
庭
で
不
用
の
日
用
品
や
衣
類
な
ど
の
福

　
　
　
鵬
祉
バ
ザ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
一
、
期
日
　
十
一
月
二
十
一
日
㈲
午
前

　
　
　
　
　
九
時
～
午
後
四
時
ま
で

ぱ
蕪
二
、
会
場
村
民
体
育
館

　
　
　
　
三
、
内
容
　
文
化
（
美
術
）
作
品
の
展

　
　
　
　
、
示
・
福
祉
バ
ザ
ー
ル
・
農
産
物
の
展

知
　
　
　
　
　
示
、
即
売
な
ど
。

　
　
　
憾

　
　
　
憾
四
、
出
品
申
込
と
作
品
搬
入
等

　
　
　
　
　
○
文
化
（
美
術
）
作
品
部
門

十
一
月
十
三
日
ま
で
に
役
場
総
務

課
へ
申
込
む
こ
と
。
作
品
の
会
場

　
へ
の
搬
入
は
十
一
月
二
十
日
午
前

九
時
～
十
二
時
、
引
取
り
は
二
十

二
日
午
前
九
時
～
十
一
時
の
間
に

行
い
ま
す
。

○
福
祉
バ
ザ
ー
ル
部
門

憾於憾憾斡怖鳩憾憾憾憾憾怖験輪

ご
家
庭
で
不
用
な
日
用
品
、
衣
類
等

未
使
用
の
も
の
を
一
家
庭
一
点
以
上

提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
品
物
は

十
一
月
十
三
日
ま
で
に
住
民
課
へ
申

し
込
み
、
そ
れ
以
後
、
受
け
取
り
に

伺
い
ま
す
。

○
農
産
物
部
門

出
品
物
は
農
事
支
部
長
さ
ん
を
通
し

て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
出
品

物
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

農
産
物
の
範
囲
・
数
量

種
類

数
量

種
類

数
量

玄
　
　
米

5
　
合

麦
　
　
類

5
　
合

大
　
　
豆

3
　
合

小
　
　
豆

3
　
合

ゴ
　
　
マ

2
　
合

落
花
生

㈹
3
合

甘
し
ょ
10
　
コ

馬
鈴
し
ょ

10
　
コ

里
．
い
も

15

　
コ

八
ッ
頭
3
　
　
コ

自
　
　
菜

3
コ
束

大
　
　
根

3
　
本

カ
　
　
ブ

5
コ
3
束

ホ
ー
レ
ン
草

四
〇
〇
g

　
3
束

・
キ
ャ
ベ
ツ

3
　
　
コ

ね
　
　
ぎ

五
㎏　

1
束

き
ゅ
う
り

10
　
本

ご
ぼ
う

7
　
本

験
覇欝

に
ん
じ
ん

10
　
本

し
ょ
う
が

1
　
㎏

か
　
　
き

5
　
　
コ

く
　
　
　
　
り

五
〇
〇
g

ゆ
　
　
ず

5
　
　
コ

生
し
い
た
け

五
〇
〇
g

　
l
箱

　
　
　
　
羅

鑛
夢
第
醗

　
雛

　
帰

　
　
　
”
購

ひ
ら
た
け

五
〇
〇
g

　
1
箱

鶏
　
　
卵

10
　
コ

ま
　
　
ゆ

三
〇
〇
g

　
1
点

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

大
玉
3
コ

小
玉
6
コ

農
産
加
工
品

2
点
以
内

そ
の
他

2
点
以
内

種
　
別

規
　
　
格
　
　
等

出
品
点
数

品作）術美（化文

書

条
幅
、
半
紙
、
色
紙
と
し
額
装
か
表
装
の
も
の

一
　
点

絵
画

日
本
画
、
洋
画
等
5
0
号
以
内
と
し
、
額
装
か
表
装
の
も
の

三
点
以
内

写
真
白
黒
は
半
切
以
上
、
カ
ラ
ー
ば
四
ツ
切
以
上
で
、
パ
ネ
ル
張
り
の
も

の
（
ガ
ラ
ス
額
入
り
、
組
写
真
、
ス
ラ
イ
ド
は
受
付
な
い
）

三
点
以
内

手
工
芸

手
作
り
の
単
独
作
品
で
、
た
だ
ち
に
展
示
で
き
る
も
の

二
点
以
内

盆
栽

鉢
物
と
し
、
高
さ
一
m
、
幅
一
m
以
内
の
も
の

二
点
以
内

い
け
花

高
さ
、
幅
と
も
一
m
以
内
で
、
二
十
日
午
後
一
時
～
四
時
に
活
け
る

一
　
点

※
児
童
、
生
徒
の
作
品
は
、
各
学
校
か
ら
提
出
さ
れ
る
以
外
、
受
付
ら
れ
ま
せ
ん
。

ご
家
庭
で
不
用
な
日
用
品
、
衣
類
等

未
使
用
の
も
の
を
一
家
庭
一
点
以
上

提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
品
物
は

十
一
月
十
三
日
ま
で
に
住
民
課
へ
申

し
込
み
、
そ
れ
以
後
、
受
け
取
り
に

伺
い
ま
す
。

○
農
産
物
部
門

出
品
物
は
農
事
支
部
長
さ
ん
を
通
し

て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
出
品

物
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

し

、）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　影　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　影　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　ボ　　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　　　嬉　　　　　　　　　　　　嬉虐　　　　　　　　　　　桿　　　　　　　　　嬉嬉　　　　　　　嬉嬉　　　　　熔』嬉　　　嬉r諮　嬉嬉嬉

家
庭
教
育
の
権
威
、
金
子
先

O
と
　
き

○
と
こ
ろ

○
演
　
題

共講
催師

　
子
供
は
、

父
親
に
こ
と
ば
を
か
け
て
も
ら
い
た
が

っ
て
い
ま
す
。

ら
え
な
い
日
々
で
は
、

あ
り
、
淋
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
子
供
は
、
父
親
と
遊
ん
で
も
ら
う
こ

と
だ
け
を
望
ん
で
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
父
親
と
話
し
合
っ
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
と
き
に
は
、

，
厳
し
く
も
、
優
し
く
も
、
父
親
の
こ
と

ば
を
、
行
動
を
欲
し
が
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
家
庭
で
は
、
子
供
た
ち
に
「
父
親
は

な
ん
と
い
っ
て
も
家
庭
の
中
心
で
あ
り

権
威
の
所
在
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を

わ
か
ら
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ふ
だ
ん

は
ご
い
父
親
で
あ
っ
て
も
、
場
合

　
　
鮒
　
） 生

来
た
る

十
一
月
七
日
㈲
午
後
二
時

江
南
中
体
育
館

「
見
直
さ
れ
る
家
庭
教
育
」

1
家
庭
に
お
け
る
父
親
の

在
り
方

県
立
教
育
セ
ン
タ
i
教
育

相
談
室
長
金
子
　
保

江
南
村
教
育
委
員
会

生
徒
指
導
対
策
委
員
会

ど
ん
な
に
小
さ
く
て
も
、

　
名
前
ひ
と
つ
呼
ん
で
も

　
　
　
　
子
供
は
不
安
で

十
一
月
七
日
㈲

に
よ
っ
て
は
厳
然
と
し
た
態
度
を
も
っ
・

て
事
に
あ
た
る
、
そ
し
て
子
供
た
ち
を

客
観
的
に
な
が
め
、
母
親
の
子
供
に
対

す
る
教
育
を
援
助
し
て
や
る
。
こ
う
し

た
父
親
の
態
度
は
、
子
供
が
小
さ
い
う

ち
は
そ
れ
ほ
ど
感
心
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
成
長
す
る
に
つ
れ
、
父
親
に

対
す
る
信
頼
、
尊
敬
の
念
を
高
め
て
い

×
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
代
の
家
庭
に
お
け
る
父
親
は
、
と

も
す
れ
ば
「
家
庭
教
育
不
在
者
」
と
い

わ
れ
る
む
き
も
あ
り
ま
す
。
講
演
で
は
、

家
庭
で
の
父
親
の
在
り
方
、
父
親
が
ど

う
子
供
の
成
長
に
か
か
わ
っ
て
い
く
の

か
、
父
親
の
役
割
は
ど
う
い
う
こ
と
な

の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
適

切
な
お
話
が
伺
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
講
師
の
金
子
先
生
は
、
現
在
家
庭
教

育
に
つ
い
て
は
第
一
線
で
ご
活
躍
な
さ

れ
、
こ
の
道
の
権
威
で
す
。

　
お
子
さ
ん
が
学
校
へ
行
っ
て
い
る
、

い
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
ぞ
、
ぜ

ひ
と
も
ご
聴
講
く
だ
さ
る
よ
う
ご
案
内

し
ま
す
。
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Oと　き　11月29日（月〉受付け午後

　12時15分～1時
Oところ　母子健康センター
O検診料　視触診730円（直接撮影
　　もする場合、＋720円

O申込み　11月12日までに役場住
　民課へ

Oと　き　11月30日㈹受付け午後
　　1時～1時30分
○ところ　村民体育館

O対象者　昭和53年4月2日～54

　年4月1日生まれf
O該当者には個人通知を出します。

　血液を必要としている多くの方
々のために、また、ご自分の健康
状態を知るためにも、ご協力をお
願いします。

Oと　き　12月14日㈹受付け午後
　　1時～3時
○ところ　母子健康センター

Q献血できる人
　年齢　満16歳～64歳
　体重　男子45kg以上
　　　女子40kg以上
※前回採血から1ヵ月以上経過し
　ている方。

※以上、問い合せは住民課へ。

　○この施設は腎臓・心臓または呼
　　吸器に障害のある方を一定期間
　　入所させて、医学的管理のもと
　　に必要な指導と訓練を行い、社
　　会復帰を目指す施設です。

O入所時期　随時
○入所期間　原則として1年

O資格　15歳以上の男女
O費　用　　訓練費用無料、食費
　　　　　は公費負担
○入所手続　最寄りの福祉事務所
　　　　　を通して行う。
O間い合せ　埼玉県後保護指導所
　　　　　費0494－22－0295

○と　き　11月23日㈹午前8時30
　　分村民体育館集合

○出発午前9時、終了解散午
　　後3時予定
Oコース
　村民体育館～静簡院～畜産試験
　場～県立農業教育センター～栃
　の実の郷～立正大学（昼食）～文

　殊寺～八幡神社～陣屋跡～南小
　学校～大沼公園～村民体育館
○注意事項
　1．参加者全員に参加賞を用意し

　　ます。

　2．コースの途中で宝さがしゲー

　　ムを行います。
　3．昼食、帽子等は各自で用意し

　　てください。
　4．雨天中止、防災無線で知らせ
　　ます。

○問い合せ　教育委員会

　給与所得者の所得税は、年末に
その年中の給与の総額に対する年
税額と、すでに月々の給与から源
泉徴収してきた税額の合計額とを
比較して、過不足額を精算するこ
・とになっております。このことを

「年末調整」といいますが、この
説明会が次の日程で行われます。

案内を受けた方は、できる限り出
席してください。

開催月日 開始時刻 会　場　名

11月18日
　　　（掬

9時30分
熊谷市立勤労会館

（石原、赤城神社隣）
13時30分

11月19日
　　　㈹

9時30分

13時30分

※個人事業者（青色申告）の方に
ついては後日決算説明会に合せて
行われます。　　　　　　　　　　　（・

　熊谷警察署では、明るく住みや
すい社会を確立するために、各地
域の住民の意見、要望等を聴く、

巡回広聴会を開催します。

　江南村での交通、防犯、非行問
題等、なんでも結構です。住民の
皆様の積極参加と、建設的意見、

要望をお願いします。その場で回
答のできるものは即答します。

Oと　き　11月26日⑨午後1時30
　　分より3時30分まで
Oところ　村民体育館2階会議室
○出席者　熊谷警察署長ほか5名

　こんど、電々公社では、65歳以
上のひとり暮らレの方、体の不自
由な方がご使用の、福祉用電話機
器シルバーホーン、フラッシュベ
ル、シルバーベルの使用料を10月
！日から次のとおり値下げしまし
た。そこで、該当する方は身体障
害者手帳又は、市町村が発行する」

証明書等をご持参のうえ、昭和58
年の3月31日までに電話局へ申し
出てください。

　なお、昭和58年4月1日以降に
申し出があった場合には、翌月分
より値下げさせていただきますの
で、あらかじめご承知ください。

※問い合せ先　熊谷電報電話局

　　　　　　費21－2991　・

商　品　名
新料金 現行料金

福祉用 一般用

シルバーホン
（あんしん）

1，700円 3，500円 3，500円

シルバーホン
（めいりよう）

100円 170円 170円

シルバーホン
（ひびき）

500円
一

900円

フラッシュベル 100円 200円 200円

シルバーベル 100円
一

180円

シルバーホン
（ふれあい）

500円 950円 新発売

ヌ

　1　π＾、

搭！

（

をのあ権妨　あ人う張達え　てり人の人　し人二　人
つ立るはげもり権自しのる人み一権権権わて権月人権毎
く場こ自るとまが己て社こ権る層，週．利はがは宣十権週年
りをと己もよす侵中’会と週た大間と’国じ言日週間十

り
、
正
し
い
権
利
の
主
張
を

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人

と
同
様
、
他
人
に
も
等
し
く

を
認
識
し
、
お
互
い
に
相
手

考
え
て
、
豊
か
な
人
間
関
係

ま
し
ょ
う
。

。害心他にに間め切はし侵のめ」　’間で一
　さ的人はなものに’てす憲らが国とす月
　れなを自り今期すこ保こ法れ採際は〇四

、
昭
和
二
十
三
年
十

連
合
総
会
で
「
世
界

択
さ
れ
た
日
を
記
念

た
も
の
で
す
。

で
、
国
民
の
基
本
的

と
の
で
き
な
い
永
久

障
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

の
基
本
的
人
権
を
よ

る
よ
う
改
め
て
考
え

間
で
す
。

年
で
三
十
四
回
を
迎

ま
し
た
が
、
ま
だ
私

己
の
権
利
の
み
を
主

か
え
り
み
な
い
と
い

考
え
や
行
動
に
よ
り

て
い
る
事
例
が
相
当

日
か
ら
十
日
ま
で
は

豊かな人

間関係を

12月4日～10日

人権週間
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正
し
く
安
全

　
　
　
　
な
使
用
を

　
〈
使
い
方
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　
①
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
、

　
　
電
気
ス
ト
ー
ブ
な
ど

　
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
物
の
そ
ば

に
は
絶
対
に
置
か
な
ー
い
こ
と
。
特
に
カ

ー
テ
ン
の
そ
ば
は
危
険
で
す
。
ま
た
、

壁
に
長
時
間
接
近
さ
せ
て
置
く
と
、
ふ

く
射
熱
で
火
事
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
一
方
、
幼
児
の
い
る
家
庭
で
は
、
ス

ト
ー
ブ
・
ガ
ー
ド
な
ど
を
取
り
付
け
、

直
接
触
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
従
来
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
と
違

っ
て
石
油
を
ガ
ス
化
し
て
燃
焼
す
る
も

の
が
出
回
っ
て
い
ま
す
が
、
室
内
の
空

気
で
燃
焼
し
、
排
気
ガ
ス
も
室
内
に
放
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　　消防職員募集
O試験の日時

　12月15日午前8時30分
O場　所

　熊谷地区消防本部
○職種及び人数

　消防士　若干名

O受験資格
　1．熊谷、妻沼、大里、江南村に

　　居住する方。

　2．昭和58年4月1日現在で、満
　　18歳以上21歳未満の男子
　3．身長160cm以上、

　4．高等学校卒業または卒業見込

　　みの方、

O申込書受付

　12月1日～12月8日
／　午前9時～午後4時（土、日を
　除く）

O問い合せ　熊谷地区消防本部総
　務課　（電）24－6386

出
す
る
タ
イ
プ
の
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
（

開
放
式
）
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
種
の
も
の
は
、
外
気
で
燃
焼
し
、

排
気
ガ
ス
も
戸
外
に
出
す
密
閉
式
（
F

F
式
）
の
温
風
暖
房
機
と
違
い
、
酸
欠

に
な
り
や
す
く
、
ま
た
、
室
内
の
空
気

が
汚
れ
ま
す
。
開
放
式
の
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
を
使
う
場
合
に
は
、
特
に
換
気
に

注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
②
電
気
ア
ン
カ
、
電
気
毛
布
、
電
気

　
　
じ
ゆ
う
た
ん
な
ど

　
低
温
や
け
ど
を
避
け
る
た
め
に
、
体

の
同
じ
部
分
に
長
時
間
触
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
乳
幼
児
、
お

年
寄
り
、
病
人
、
身
体
障
害
者
の
使
用

は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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ア
ン
カ
は
布
で
く
る
み
、
電
気
毛
布

は
前
も
っ
て
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
お
き
、

就
寝
時
に
は
切
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要

で
す
。

麟　購　．、ず〉
高額療養費の自己誕曇鞠

負担額査引き上げ　愁脇羅繍謄力

　
国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
の
自

己
負
担
限
度
額
が
、
九
月
か
ら
三
万
九

千
円
が
四
万
五
千
円
に
、
五
十
八
年
一

月
か
ら
は
五
万
一
千
円
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
被
保
険
者
全
員
が
村
民
税
非

課
税
の
場
合
は
三
万
九
千
円
で
す
。
ま

た
、
七
十
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
六
十

五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
方
で
寝
た
き

り
状
態
等
の
方
は
、
老
人
保
険
法
が
施

行
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
今
ま
で
ど
お
り

お
め
で
た
と
お
悔
や
み

　
　
　
　
　
（
彫
軌
辮
）

　
お
誕
生
（
カ
ッ
コ
内
保
護
者
）

成
沢

　
大
島
　
直
樹
　
長
男
（
芳
隆
）

　
出
浦
　
麻
衣
　
二
女
（
保
舅
）

三
　
本
、

三
万
九
千
円
で
す
。

　
病
気
、
け
が
な
ど
で
国
保
を
使
っ
て

診
療
を
受
け
た
場
合
、
七
割
を
国
保
が

負
担
し
、
三
割
を
自
己
負
担
し
ま
す
が
、

自
己
負
担
分
が
限
度
額
を
超
え
た
場
合

超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
払

わ
れ
ま
す
。

　
高
額
療
養
費
の
申
請
に
は
、
被
保
険

者
証
、
印
か
ん
、
領
収
書
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
せ
は
住
民
課
国
保
係
へ
。

医
療
費
通
知
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営

と
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
保
持

増
進
の
た
め
、
医
療
費
の
通
知
は
行
わ

れ
ま
す
。

　
こ
の
通
知
で
は
、
被
保
健
者
の
方
の

本
年
八
月
に
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
分

を
十
二
月
中
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

す
Q　

こ
の
通
知
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
は

住
民
．
、
礫
へ
お
願
い
し
ま
す
．

　
先

ゼ
　
『
）

　
新
井
有
貴
恵
　
二
女
（
幸
男
）

上
新
田

　
新
井
博
　
長
男
（
進
）

押
　
切

　
坂
田
　
祐
介
　
長
男
（
力
夫
）

樋
　
春

　
古
居
　
秀
幸
　
三
男
バ
竹
也
）

　
内
田
　
美
咲
　
長
女
（
平
太
郎
）

　
関
谷
　
聖
美
　
長
女
（
幸
一
）

　
芹
沢
　
朋
也
　
長
男
（
茂
）

野
　
原

　
岡
田
　
祐
佳
　
二
女
（
道
夫
）

　
木
村
　
研
人
　
長
男
（
勝
見
）

須
賀
広

　
嶋
田
誠
長
男
（
幸
男
）

　
吉
田
　
正
徳
　
長
男
（
正
己
）

小
江
川

　
大
久
保
有
理
　
長
女
（
治
雄
）

板
　
井

　
吉
野
　
英
之
　
長
男
（
光
夫
）

塩　
飯
島
　
有
紀
　
二
女
（
俊
夫
）

　
ご
逝
去
（
カ
ッ
コ
内
・
年
齢
）

上
新
田

　
高
橋
義
四
郎
　
　
（
8
5
）

　
反
町
　
き
く
　
　
（
7
7
）

須
賀
広

　
黒
沢
　
由
平
　
　
（
7
8
）

柴　
新
田
賢
一
．
　
（
6
9
）

　
柴
　
　
茂
男
　
　
（
56
）




